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スマートインフラマネジメントシステムの構築
に向けた橋梁の長寿命化

蹂謀四認忠芯

土木環境プログラム教授
森田千尋

国四園

出身：長崎市
趣味：野球観戦、ドライブ
講義：構造力学 I・II、構造物設計論、等
専門：構造工学、維持管理工学

ひとこと
普段、何気なく使っている橋ですが、橋が使えなくなると
その重要性が分かります。橋の長寿命化について一緒
に勉強し、橋に愛着を持って長持ちさせましょう。

研究内容
デジタル技術を用いたインフラ点検システム開発
► デジタル技術を用いた橋梁の3次元モデJIAtにより、安心•安全で効
率的な点検、維持管理手法の開発

► UAVを用いた計測による精度と橋梁点検への適用性の検討
防亨技術の腐食性評価に関する検討

► フイフサイクルコストの低減が可能な耐候性鋼橋梁の健全度評価手
法の検討

► 再塗装時に有効な錆転換型塗装システムの腐食性評価の検討
► 防食性に優れる溶射技術の腐食性評価の検討
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山間部に建設されることが多い
耐候性鋼橋梁
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木花キャンパスと延岡フィールドにある
防食技術の腐食性評価のための

暴露試験台

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 高度経済成長期に多くの橋が建設され、橋の老朽化が大きな問題
となっており、デジタル技術により、持続可能で魅力的・強靭な国土・
都市・地域づくりを推進するシステム（スマートインフラマネジメントシス
テム）の構築が必要とされています。その構築に役立つ研究です。

► 橋を点検するための手法や橋を長寿
化させるための種々の防食技術の基 1• 四猛印翠を経遍した9塁!?::li'l合

礎とデータ取得分析技術を身に付 2024年［ごこ]
けることができます。

► いくつかの企業と共同研究を実施して 2034年
おり、実社会に応用できる基礎と技
術開発の研究姿勢が身に付きます。

磯実窒閾

6 廃棄物の有効利用で環境保全に貢献する研
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究.園目
ー •一•— ー 土木環境プログラム准教授

関戸知雄
この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
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6 持続可能な交通システムの実現に向けて
ュ蹂零開認忠忠

土木環境プログラム准教授
嶋本寛
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デジタル技術を用いたインフラ点検システム

訓)~"l'»e●霞

1111 
この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 交通に関する問題（交通渋滞，交通安全，移動手段の確保）
は世界中の都市で共通した課題であり，これらを解消し住みやすい
まちの実現に役立ちます．

► 社会にとって望ましい交通システムを提案するためには，ヒトの行動を
理解する必要があり，そのために大墨のデータを扱います．さらに，

交通システムを社会で実装する前に，コンピュータ上でヒト・クルマの

ひとこと 動きを再現し，効果を予測します．

「土木」は安心安全で快適な社会を実現することを目的と ► これらの研究を通して，コンピュータを活用したデータ処理・モデル
しており，その対象は多岐にわたります．皆さんの興味ある 構築のための知識・能力を身につけることができます．
対象がきっとあるので，一緒に大学で学びましょう！

出身：奈良県奈良市
趣味：旅行， ドライブ，自転車
講義：土木計画学，オ］グラミング入門，交通計画，等
専門：土木計画学，交通計画
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交通の社会的課題
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：交通工学・交通計画の理論：
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：技術的革新 ――.., I 

匿直喜］⇔
新たな交通サービス
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技術的革新・新たな交通サービスを考慮した交通計画

出身：北海道
趣味：バードウォyチング
講義：地球環境概論、衛生工学、など
専門：廃棄物処理

ひとこと
地球環境を守るために、廃棄物処理や資源化技術は
とても大切です。持続可能な社会づくりのため、資源を
無駄にせず、環境負荷を減らす方法を学びましょう。

研究内容
廃棄物リサイクル技術の開発と地域資源の有効活用
► 産業や生活から発生する廃棄物の有効利用および有用資源
回収および環境への影響評価
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► 廃棄物処理工学を学ぶことは、技術だけでなく、地球環境の保
全や社会の問題について考え、それを解決する力を身につけるこ

とができます。これは、どんな分野でも役立つ大切なスキルです。ヮ
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荷・有書性を
阿ること
も頑です
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6自然環境を守る持続的な川づくり・まちづくりに関する研究
ニ蹂嵩粛認忠忠

園門酉
土木環境プログラム准教授
糠澤桂

出身：宮城県仙台市
趣味：山川歩き，旅行
講義：環境生態工学、測量学実習 I、等

ひとこと
「土木」は自然環境を守るために工学的技術を生かせ
る数少ない分野です！環境や防災、まちづくりに興味
がある生徒さんは、一緒に宮崎大学で学びましょう！

研究内容
河川流域の水循環を明らかにし、防災や環境保全に役立てる
► 情報工学の知識も使った水循環過程の再現研究
気候変動や人の暮らし方の変化（都市開発など）によって，水害はど
の程度起こりやすくなるのか？をシミュレーションする
► 水循環とは生態系の基礎となる情報
降水～河川～河口までの水循環はその過程で多くの生態系の恵みを
もたらす。水の解析から、災害だけでなく、環境の変化を予測する

実際の水文過程 ... 水文過程の「モデル化」
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学による流域環

河川水中の微粒子・微生物・DNAを調べて水環境を守る
► 河川水中には目に見えない汚れ・微粒子・DNAなどが含まれる
► 汚れを調べるだけでなく、 DNAを調べてそこにどんな生物が生息してい
るのかを判定する最先端の調査も行う

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 都市開発や農業含め人の営みは環境に大きな負荷を与えます。こ
のため、防災や環境の観点から、どのような川づくり・まちづくりをしてい
けばよいのか、研究によって提案することができます。

► 工学（技術者）の立場から、どうやって環境保全が行われていて、
今後どうすべきかということが体と頭で理解できます。その過程で、複

雑な環境や生態系の解析のために情報・化学の知識が身につきます。

採水

土＊になぜ『環 』が薯，，のか？
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迅速．高感度！

種の検出！
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